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ご意見･ご要望の一覧 

  

  

 

 
項　　　目 ページ

 
地域医療の問題点について １

 
医療に関する専門学科の創設について １

 
普通自転車歩道通行可の標識設置について ２

 
中国木材前交差点における信号機の青信号について ２

 
コミュニティバスの利用促進について ３

 
標識等の交通安全対策について ３

 
消防署における手続きのデジタル化について ３

 
公共交通等の充実について ４



石田市長と語ろう！まちづくり懇談会  

内容は要約しております。また、正式な用語に一部変更しておりますので、ご了承ください。 

 ご意見等の要旨 回　　　　答 その後の対応

 地域医療に関して医師

不足のほかに、問題点は

ありますか。 

１つ目は、人材確保の問題で病院は医師のほかに看護師

や検査技師などの人員を揃える必要があり、特に看護師

確保は競争が激しい状況にあります。２つ目は、施設整

備の問題です。医療機関が診療報酬といった限られた予

算の中で、より良いサービスを提供するためには、人材

を確保・育成することと、施設整備すること等、バランス

の良い病院経営をしていくことが重要となります。３つ

目は、今後の医師数の問題です。全国的に医師は充足し

ておらず、これから高齢者が増える都市部においては、

高齢者の増加とともに患者も増えるので、都市部におけ

る医師不足が加速することとなり、地方の医師不足がよ

り深刻化すると予想されます。

当日の回答のとおり。

 地元から医療の道に進

むことができるような

専門学科を設ける計画

はありませんか。

専門学科を設ける計画はありませんが、最近では、小・中

学生を対象に医療教育を始めています。命の尊さや医療

について知ってもらう機会であるとともに、地元の学校

から医科大学等に進学し、医療従事者を目指してもらい

たいとも考えています。そして、地元に帰ってきて神栖

の医療を支えてほしいと願っています。また、医療を目

指す学生に対しては修学資金貸与制度を設けていますの

で、今後、制度を利用した医師が増えてくると思います。 

先日、地域医療を学びたいという医学生を集めて、地域

医療シンポジウムを開催し、若手医師らと神栖の可能性

を議論しました。医療従事者として地元に帰ってきても

らえるよう、引き続き地域医療を推進してまいります。

当日の回答のとおり。
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ご意見等の要旨 回 答 その後の対応

 ＤＩＣ（株）鹿島工場前

の市道８－１０５号線

を自転車通勤で利用し

ていますが、自転車専用

レーンがないため、歩道

に自転車通行可の標識

を設置してほしい。

後日、回答します。 規制を所管する神栖警

察署へ確認したところ、

今後、自転車通行可の標

識は設置しない方向で

あり、例外的に車道また

は交通の状況から見て

やむを得ない場合は当

該歩道を通行しても差

し支えないとのことで

した。 

詳しくは、神栖警察署交

通課へ直接お問合せく

ださい。

 中国木材正門前Ｔ字路

の信号機の時間を変更

してほしい。今は、臨鉄

の踏切を渡って市道８

－１０５号線に出る際

の赤信号が約１分４０

秒に対して青信号が約

２０秒です。青信号をあ

と１０秒長くできれば

信号待ちの渋滞は解消

されると思います。 

 

信号に関しては、茨城県警察の管轄になりますので、今

後、要望してまいります。

当日の回答のとおり。
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ご意見等の要旨 回 答 その後の対応

 コミュニティバスは実

際利用すると便利です

が、乗車率が低いです。

神栖中央公園など、バス

が運行している路線付

近でイベントがある際

にバスの利用をもっと

PR していけば乗車率の

向上や渋滞緩和にもつ

ながると思います。 

 

 

基本的にコミュニティバスは、日常生活において移動手

段を持たない高齢者や学生を対象に、路線バス空白地域

を解消することを目的として設立されたものです。 

バスの台数や乗り換えの時間調整などの問題があります

が、イベント時のコミュニティバスの利用促進に関して

は、バス会社の方なども委員に含まれる地域公共交通活

性化協議会において、今後検討してまいります。

当日の回答のとおり。

 道路関係は、警察・国・

県などそれぞれ管轄が

あるということですが、

道路の注意標示など、市

ですぐ対応できる対策

はありますか。 

 

 

道路関係につきましては、警察、国、茨城県など管轄が分

かれていますが、ご要望等は市へいただき、とりまとめ

て管轄する機関へ対応を依頼してまいります。また、注

意喚起看板など市で取り組めることは可能な限り対応し

てまいります。

当日の回答のとおり。

 消防署の手続きについ

て、デジタル化を進めて

ほしい。 

市と同様に、消防署においてもデジタル化を推進してい

く方針ですので、今回のご意見を消防署と情報共有して

まいります。

当日の回答のとおり。

3



ご意見等の要旨 回 答 その後の対応

 神栖市は転勤者など、車

を持っていない方から

すると鹿島セントラル

ホテルからコンビナー

トが非常に遠く感じま

す。また、単身赴任者な

ど知手付近の寮から、コ

ンビナートへ自転車で

行くと、道が凹凸して通

るのが怖いという意見

もあり、対応を検討して

ほしい。

今年度、当市と横浜市等の自然エネルギー事業の取り組

みにより、電気自動車を１０台程度提供いただける予定

ですので、市民に活用してもらうなど、利用方法につい

ても検討しております。 

神栖市の公共交通は課題が多い状況ですが、より便利に

なるよう、皆さんからご意見をいただきながら、今後も

検討してまいります。

当日の回答のとおり。
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